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＊ 所用時間はおよその目安です。
＊  シーバス等は天候等によって運行していない場合がございます。
＊  詳細は各種交通機関のウェブサイト等でご確認ください。ZOU-NO-HANA TERRACE

1Kaigan-Dori, Naka-Ku Yokohama, Kanagawa 231-0002, JAPAN
+81(0) 45-661-0602

Entrance free / Opening hours: 10:00–18:00 

※  ZOU-NO-HANA TERRACE is operated by SPIRAL/Wacoal Art Center in cooperation with Culture Tourism 
Bureau, City of Yokohama.
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ACCESS

新幹線／電車  ■ JR東海道新幹線「新横浜駅」から
Shinkansen/Train □ JR・私鉄各線で約25分

 ■ JR東北新幹線、JR上越新幹線「東京駅」から
 □ JR・私鉄各線で約45分

飛行機 ■ 羽田空港・成田空港から
Airplane □ バスで「YCAT」下車、みなとみらい線乗り換え
 □ JR・私鉄各線で「横浜駅」からみなとみらい線乗り換え 

バス ■ JR桜木町駅から
Bus □ 周遊バス（あかいくつ）で「県庁前」下車徒歩6分

船／シーバス ■ 横浜駅東口」から
Ship/Sea Bus □ シーバスで「ピア赤レンガ」より徒歩５分
 
 ■ 大さん橋国際客船ターミナルから
 □ 徒歩10分

 ■ みなとみらい線「日本大通り駅」から
       出口1より徒歩約3分、出口2より徒歩約5分。

Event Calendar

DECEMBER 
2012
–
MARCH 2013
EXHIBITION
11/28 WED.–12/26 WED.
PORT JOURNEY  YOKOHAMA⇄SAN DIEGO
パトリック・シールズ＆ティム・シュヴァルツ展
「マリタイム クラフト 海をわたる不可思議なのりもの」

PATRICK SHIELDS & TIM SCHWARTZ EXHIBITION
"MARITIME CRAFT"

11/23 FRI.–12/15 SAT.
パトリック・シールズ  滞在期間／Patrick Shields in ZOU-NO-HANA TERRACE
11/25 SUN.–12/1 SAT.
ティム・シュヴァルツ  滞在期間／Tim Schwartz in ZOU-NO-HANA TERRACE

関連イベント／RELATED PROGRAMS
12/8 SAT. 14:00～16:00
ワークショップ／WORK SHOP
※詳細は象の鼻テラス公式ウェブサイトをご覧下さい。

EXHIBITION
2/19 TUE.–2/28 THU
スマートイルミネーション横浜2012・森日出夫写真展（仮）
同時開催：「ヨコハマ365日フォトコンテスト」受賞作品展
Smart Illumination Yokohama 2012 ・ Hideo Mori Photo Exhibition
Related Event: Photo Contest "My Favorite Yokohama" Award-winning 
Exhibition

EXHIBITION
3/11 MON. –3/23 SAT.
SLOW LABEL "THE FACTORY 2" 3333EXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITIONEXHIBITION

22222222
※詳細は象の鼻テラス公式ウェブサイトをご覧下さい。※詳細は象の鼻テラス公式ウェブサイトをご覧下さい。※詳細は象の鼻テラス公式ウェブサイトをご覧下さい。※詳細は象の鼻テラス公式ウェブサイトをご覧下さい。
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港町ナイトクルージング

PORT TOWN NIGHT CRUISING
横浜の夜を旅する

港町ナイトクルージング港町ナイトクルージング

PORT TOWN NIGHT CRUISINGPORT TOWN NIGHT CRUISING

James A Enos / Curator

PORT JOURNEY: YOKOHAMA ⇄ SAN DIEGO
When initially contacted to participate as a sister-city site, affec-
tive curator,  and institutional collaborator for Port Journey: YOKO-
HAMA⇄SAN DIEGO, I was excited to represent North America 
as our work at The Periscope Project has been rooted in supporting 
emerging genres that draw heavily upon co-authorship and are 
built by way of very similar experimental and interdisciplinary 
traditions. What started out as a subtle network provocation, quickly 
became an opportunity to work towards understanding cultural 
production across port cities, as well as the many mutual activities 
and agencies which might inform a series of sincere transnational 
exchanges to come. Ultimately, this will serve to enliven ? a trade-
based platform that has becomes fi xed by way of selecting tactical 
and contemporary approaches to culture that embody cooperative 
reciprocities, and of which understand a value for being integrated 
within a municipality’s functional directive.

When considering Port Journeys as a multinational project with 
hopes to achieve sustainability exceeding one’s lifetime, it became 
paramount to question just how varying artist-practice legacies 
might connect each location’s understanding of self by way of 
the other. And further, to clearly speculate on what actions might 
advance collective ideas regarding daily life, infrastructure, or 

ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
：

横
浜 

⇅ 

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

姉
妹
都
市
の
住
民
と
し
て
、キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、連
携
協
力
組
織
と
し
て
、「
ポ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ニ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
）」
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？  

と
象
の
鼻
テ
ラ
ス
か
ら
打
診
さ
れ
た
と
き
、北
米
を
代
表
し
て
参
加
で
き
る
喜
び
に
、大
い
に

興
奮
し
た
。
我
々
が
運
営
す
る「The Periscope Project

（
以
下
T
P
P
）」は
、実
験
的

で
、
多
分
野
に
ま
た
が
る
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
、
共
同
制
作
活
動
を
基
本
理
念
と
し
て
い

た
か
ら
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
ろ
う
、と
い
っ
た
小
さ
な
提
唱
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
、あ
っ

と
い
う
間
に
港
町
間
の
文
化
形
成
の
理
解
に
向
け
て
取
り
組
む
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
と
拡

大
し
た
。
そ
し
て
、多
く
の
活
動
や
団
体
が
関
わ
り
、国
境
を
越
え
た
真
摯
な
交
流
も
ま
た

同
時
に
予
感
さ
せ
た
。
究
極
に
は
こ
れ
は
商
貿
易
中
心
で
あ
っ
た
社
会
基
盤
に
命
を
吹
き

込
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
相
互
利
益
を
目
的
と
し
た
、協
働
作
業
を
前
提
と
す
る
文
化
と

い
う
名
の
手
法
に
よ
っ
て
。
そ
し
て
、
そ
れ
が「
市
」と
い
う
行
政
組
織
の
指
導
の
も
と
で
統

合
さ
れ
て
い
き
、人
々
が
思
想
を
共
有
し
な
が
ら
世
界
規
模
で
基
盤
を
築
く
と
い
う
考
え
も

ま
た
、非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

人
ひ
と
り
の
人
生
を
優
に
越
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
持
続
性
を
目
指
し
た
、
多
国
籍
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
る
と
、
多
様
な
表
現
を
行

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
ど
う
や
っ
て
複
数
に
わ
た
る
都
市
の
理
解
を
得
て
い
け
る
の
か
が
最
大

の
疑
問
だ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
ど
ん
な
活
動
を
起
こ
せ
ば
、
人
々
の
ア
イ
デ
ア
を
進
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
ま
た
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
産
業
に
依
存
す
る

都
市
で
沈
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
政
治
の
力
を
再
度
見
つ
め
な
お
せ
ば
、
真
の
意
味
で
新
し
く

快
適
な
都
市
を
築
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
進
め
て
い
け
る
の
で
は
と
考
え
た
。
ポ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ニ
ー
は
、
い
わ
ば
プ
リ
ズ
ム
と
し
て
活
用
で
き
る
。
本
質
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
人

で
あ
る
聴
衆
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
目
に
見
え
な
い
形
で
私
た
ち
の
意
識
を
支
配
し
て
き
た

地
図
や
国
家
と
い
っ
た
空
間
の
あ
り
か
た
に
代
わ
る
、新
し
い「
環
境
」を
想
像
で
き
る
に
違

い
な
い
。

ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
は
、す
ぐ
に
従
来
型
の
公
共
ア
ー
ト
に
対
す
る
評
価
手
法
に
疑
問
を

投
げ
か
け
、
新
時
代
の
共
同
制
作
型
／
実
践
型
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
多
く
の
機
会
を
も

た
ら
し
た
。
各
都
市
の
市
民
や
物
静
か
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
政
治

的
影
響
力
を
持
つ
各
機
関
に
対
し
て
、
持
続
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
く
た
め
に

は
、連
携
と
情
報
公
開
が
不
可
欠
だ
。
ま
た
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
役
目
を
明
確
に
せ
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
っ
た
都
市
開
発
チ
ー
ム
と
し
て

確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
に
集
ま
る
人
々
は
、
建
築
と
か
ア
ー
ト

だ
と
か
、
そ
の
本
来
の
属
性
を
活
か
し
き
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
そ
こ
が
極
め
て
戦
略
的
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
市
民
へ
は
表
面
的
に
そ
の
よ

う
に
言
い
な
が
ら
、ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
は
、彼
ら
は
よ
り
広
い

知
識
と
視
座
に
富
ん
だ
組
織
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー

の
重
要
な
点
だ
。
公
共
空
間
に
お
い
て
市
民
の
望
み
を
探
り
、
そ
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
に
即
し
た
表
現
を
生
ん
で
い
く
こ
と
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
層
を
横
断
す
る

シ
ェ
ア
概
念
を
も
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
の
構
築
に
役
立
つ
仕
掛
け
な
の
だ
。

今
回
手
が
け
て
い
る「
マ
リ
タ
イ
ム 

ク
ラ
フ
ト
」は
、パ
ト
リ
ッ
ク・シ
ー
ル
ズ
と
テ
ィ
ム・シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
が
T
P
P
と
協
働
し
て
考
案
／
制
作
／
実
演
す
る
実
験
的
な
作
品
だ
。
前
述

し
た
よ
う
な
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
つ
想
い
を
担
い
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
交
流
の
た
め
に
機

能
す
る
、抽
象
的
な
乗
り
物
の
よ
う
な
彫
刻
群
を
配
す
る
本
展
は
、住
民
目
線
か
ら
、横
浜
・

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
両
都
市
に
お
け
る
「
海
」
の
重
要
性
や
関
係
性
を
見
つ
め
な
お
す
シ
リ
ー
ズ

企
画
と
し
て
、サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
と
横
浜
両
都
市
で
街
歩
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実
施
す
る（
彫

刻
に
埋
め
込
ま
れ
た
カ
メ
ラ
で
周
辺
環
境
を
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
）。
精
密

に
作
ら
れ
た
物
体
は
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
で
の
文
化
交
流
を
象
徴
的
に
映
し
出
し
、
姉
妹
都

市
の
住
民
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
る
海
に
つ
い
て
、痕
跡
を
残
し
て
い
く
。

水
や
空
に
浮
く
手
段
と
い
う
と
航
路
や
空
港
を
思
い
つ
く
が
、
求
め
ら
れ
る
の
は
人
々
を

中
心
に
置
く
新
し
い
表
現
だ
。
そ
の
上
で
こ
れ
ら
の
物
体
が
表
す
の
は
参
加
や
暮
ら
し
を

つ
な
ぐ
枠
組
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
港
の
旅（
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
）を
も
た
ら

す
、と
感
じ
て
い
る
。

P
ROFILE

／
ジ
ェ
ー
ム
ス
・A

・
イ
ー
ノ
ス   

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
象
の
鼻
テ
ラ
ス
が
世
界
各

国
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
港
町
と
推
進
す
る
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
、
北
米
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
「The Periscope Project

」
の
共
同
設

立
者
兼
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、教
育
者
か
つ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
で
も
あ
る
ほ
か
、

以
前
は
建
築
家
と
し
て
活
動
も
し
て
い
た
。2005

年New
 School Of Architecture + 

Design

で
建
築
学
修
士
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
で
美
術
修
士
。
そ
の

活
動
は
建
築
と
社
会
に
つ
な
が
る
ア
ー
ト
の
あ
り
方
を
探
求
す
る
こ
と
に
根
ざ
し
て
お
り
、

そ
の
延
長
上
で
政
策
提
言
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

parallel uses mediated by way of technology. Arising from this, we 
began to consider how strengthening political wills across industry-
dependant cities might activate innovative social amenities and 
educate humanist perspectives relating to public-health outside of 
existing client/service or shopping/interaction paradigms alone. 
The thought here was to leverage Port Journey as a practical 
prism, which disparate audiences could use to imagine alternatives 
peripheral to more diagrammatic, cartography-based, or nation-
state linkages that have invisibly governed our perceptions of such 
spaces in the past.

The ambition of Port Journeys posed immediate contradictions 
requiring an earnest evaluation of solid-state form and material 
practices, which after critical investigation, unveiled enormous op-
portunities to redirect a new type of collaborative artist practitioner. 
With aspirations to produce performative and durational lessons 
for each city’s civil audiences, discreet artist communities, and their 
respective parent institutions possessing capabilities for affecting 
policy – it became essential to work alongside and in full disclosure; 
effectively blurring the role of the artist, curator, director, or estab-
lishment into a jointly integrated global-socio-urban research team. 
Thus, the hybrid-artist group working here strategically came to 

acknowledge themselves and has certainly become acknowledged 
formally, as an underutilized commodity. This understanding not 
only furthers the duplicitous pursuit of publics, but also more appro-
priately within Port Journeys’ larger grasp, incorporates such in-
formal systems promoting wider knowledge distribution (i.e. value 
through processing aesthetics, polemics, and feedback mechanisms 
capable of expressing complex civic sentiments). This has become 
an imperative for Port Journeys; to openly engage in explorations 
of citizen desires within social-civic spaces, and moreover to pro-
duce metaphoric acts, which have permeability and effi ciency for 
constructing, relating, or linking our newly formed conceptions 
representing shared global-urbanism across societal strata.

In result, «Maritime Craft» is an experimental series of behavioral 
forms and media visualizations devised, authored, and performed 
by Patrick Shields and Tim Schwartz in collaboration with, as well 
as directed by, The Periscope Project. The work is meant to accept 
the aforementioned project ambitions as well as concerns, and opti-
mistically exists under the context of necessity for a global public 
exchange. The work was conceived as a series of abstract cultural 
interactions seeking to reexamine both cities’ relationships to the sea 
from the perspective of a common inhabitant. The objects are care-

fully constructed instruments that create a much needed 
set of iconography for the purposes of worldwide cultural-
trade alone, and thus draw upon self-intersecting con-
ceptually as a form of ambiguity to mark how sister-city 
residents might perceive the spatial geography of their 
oceans.

Where it is more common for us to think of buoyancy 
in terms of water and air, perhaps representing ship-
ping routes or airports for industry, here a new mode of 
representation is required to place people at the center. 
Perhaps then, these new objects will frame systems of 
participation and everyday life as the connective tissues 
bridging meaningful our future port journeys…
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ART PROJECT
聞き耳ワールド新ツアー追加！
New "kikimimi world" tours are released!

JAPANESE
さわひらき（映像作家）×中野仁詞（公益財団法人神奈川芸術文化
財団　美術部門学芸員）

ENGLISH　 
Patrick Shields（Artist）× Tim Schwartz（Artist）
※12月中旬頃アップ予定

詳細はwww.kikimimi.orgをご参照ください。
Further information will be available at www.kikimimi.org

※ イベントの名称、日程は変更する場合がございます。
※ The names and dates of events are subject to change without prior notice.

Yayoi Arimoto / Photographer // Akito Inui / Author

INTO THE ATMOSPHERE 
ヨ
コ
ハ
マ
、二
人
歩
き
の
夜
 

在
本
彌
生
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真
家
 // 戌

井
昭
人
 作
家

Chizuru Asahina Travel / Writer

TRAVELING THROUGHOUT LIGHT
港
町
の「
光
」を
旅
し
て
～
ス
マ
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
横
浜
2012

朝
比
奈
千
鶴
 ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー

James A Enos / Curator
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タ
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INTO THE ATM
OSPHERE

ヨ
コ
ハ
マ
、ふ
た
り
歩
き
の
夜

A PORT CITY FROM
 THE SHOW

A ERA TO THE FUTURE

昭
和
・
港
町
・
横
浜
・
未
来

そ
の
1
　
写
真
家
・
在
本
彌
生
の
夜

夕
暮
れ
ど
き
、
港
の
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
大
き
な
月
が
空
に
現
れ
た
の
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア

写
真
家
た
ち
が
横
一
列
に
ず
ら
り
と
並
ん
で
、
紅
に
染
ま
る
空
と
白
い
月
と
港
を
捉
え
よ
う

と
必
死
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
。
そ
の
月
の
せ
い
か
し
ら
、大
き
な
流
線
型
の
建
造
物

を
眺
め
る
と
、
空
に
飛
び
立
つ
宇
宙
船
の
よ
う
に
も
見
え
て
く
る
。
向
こ
う
に
倉
庫
群
が

見
え
て
、
随
分
前
に
こ
の
町
で
う
ぶ
な
デ
ー
ト
し
た
こ
と
な
ど
ふ
と
思
い
出
す
。
あ
の
頃
、

宇
宙
船
は
こ
こ
に
な
か
っ
た
。

今
夜
は
、楽
し
い
友
、戌
井
君
と
こ
の
街
で
飲
む
約
束
だ
。
貨
物
船
が
赤
い
光
を
点
し
て
海

を
滑
っ
て
い
く
。
闇
に
包
ま
れ
た
横
浜
は
、
こ
の
世
の
混
沌
が
産
み
落
と
し
た
野
犬
の
よ
う

に
自
由
に
解
き
放
た
れ
て
い
る
。
世
界
の
ど
こ
か
の
港
町
に
似
て
い
る
よ
う
で
、
で
も
独
特

な
、時
間
と
人
々
が
造
り
上
げ
た
味
が
あ
る
。
そ
れ
が
無
性
に
愛
お
し
く
、住
ん
だ
こ
と
も

な
い
の
に
ま
た
会
い
に
来
た
く
な
る
の
だ
。

そ
の
2
　
作
家
・
戌
井
昭
人
の
夜

過
去
や
未
来
を
行
き
来
で
き
る
人
間
は
、僕
の
ま
わ
り
に
は
い
ま
せ
ん
が
、小
説
や
写
真
や

美
術
が
、そ
ん
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
街
に
も
そ
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
て
、と
く
に
横
浜
は
、そ
れ
が
で
き
る
街
だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
頃
、仲
の
良
い
友
達
が
横
浜
に
い
た
の
で
、よ
く
こ
の
街
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
思
い

返
せ
ば      
年
以
上
前
の
こ
と
で
、
当
時
は
バ
ブ
ル
景
気
だ
っ
た
の
で
、
世
の
中
が
、
人
間
が
、

浮
か
れ
ポ
ン
チ
で
し
た
。
普
段
は
草
履
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
自
分
も
、出
来
た
ば
か
り
の
ベ

イ
ブ
リ
ッ
ジ
に
行
っ
て
、橋
の
途
中
で
車
を
停
め
、興
奮
し
て
景
色
を
眺
め
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
パ
ト
カ
ー
に「
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
車
を
と
め
る
な
！
」と
怒
ら
れ
ま
し
た
。
考
え

れ
ば
怒
ら
れ
て
当
た
り
前
な
の
で
す
が
、と
に
か
く
浮
か
れ
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
今
回
、あ
ら
た
め
て
夕
暮
れ
の
中
に
光
る
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
眺
め
て
い
た
ら
、あ
の
頃

よ
り
も
、
し
っ
と
り
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
の
中
が
落
ち
着
い
た
の

か
、自
分
が
落
ち
着
い
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
し
っ
と
り
が
、と
て
も
心
地
よ
か
っ

た
の
で
す
。
ぼ
く
の
中
で
は
、あ
る
意
味
、バ
ブ
ル
の
象
徴
み
た
い
だ
っ
た
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
、

こ
ん
な
風
に
見
え
る
の
か
と
思
い
、
や
は
り
バ
ブ
ル
は
崩
壊
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
次
第

で
し
た
。

夕
日
が
沈
み
、海
を
背
に
、象
の
鼻
テ
ラ
ス
か
ら
、ま
ず
は「
ヤ
マ
ダ
ホ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
」に

向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
昭
和
の
香
り
が
す
る
素
敵
な
食
堂
で
、
さ
き
ほ
ど
眺
め
て
い
た

大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
未
来
的
風
景
か
ら
、
一
気
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
す
。

ビ
ー
ル
と
コ
ロ
ッ
ケ
を
頼
み
ま
し
た
。
向
こ
う
の
テ
ー
ブ
ル
席
で
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
を
見
て
い
る
お
っ
さ
ん
が
、
画
面
に
映
る
大
臣
に
吠
え
て
い
ま
す
、「
や
め
ち
ま
え
！  

お
ま
え
な
ん
て
や
め
ち
ま
え
」。
僕
は
、ほ
く
ほ
く
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

次
は
伊
勢
佐
木
町
ま
で
歩
い
て
、
路
地
に
あ
る「
登
良
屋
」と
い
う
天
ぷ
ら
屋
さ
ん
に
入
り
ま

し
た
。
古
い
木
造
の
建
物
で
、キ
レ
イ
に
磨
か
れ
た
店
内
に
は
、お
客
さ
ん
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

香
ば
し
い
、さ
く
さ
く
の
天
ぷ
ら
を
食
べ
な
が
ら
、日
本
酒
を
飲
み
、し
ば
し
日
常
か
ら
ズ
レ

て
い
き
ま
す
。
店
を
出
て
、ふ
ら
り
、ふ
ら
り
の
足
取
り
で
、気
づ
け
ば
、雑
居
ビ
ル
の
2
階

に
あ
る
店
で
、
大
き
な
ス
ピ
ー
カ
ー
を
前
に
し
て
、
ジ
ャ
ズ
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
格
好
つ

け
て
バ
ー
ボ
ン
な
ん
て
飲
ん
で
い
ま
す
。
革
ジ
ャ
ン
を
着
て
き
て
、な
ん
だ
か
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
今
回
、一
緒
に
歩
い
た
写
真
家
の
在
本
彌
生
さ
ん
は
ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト
で
し
た
。

お
互
い
の
格
好
を
見
て
、「
だ
っ
て
横
浜
だ
も
ん
ね
」
と
納
得
し
た
の
で
し
た
。
店
を
出
て
、

野
毛
を
抜
け
る
と
、
み
な
と
み
ら
い
の
ビ
ル
群
が
向
こ
う
に
光
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
街
で
、

自
分
は
、過
去
と
未
来
を
、好
き
勝
手
に
行
き
来
し
て
い
る
の
で
し
た
。

P
ROFILE

／
在
本
彌
生
　
写
真
家
。
東
京
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
ア
リ
タ
リ
ア
航
空

に
て
乗
務
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
時
に
写
真
に
出
会
う
。2006

年
春
、
初
写
真
集

『M
AGICAL TRANSIT DAYS

』を
出
版
後
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
写
真
家
と
し
て
活
動
を
始

め
る
。
雑
誌
、広
告
、展
覧
会
で
作
品
を
発
表
。
近
年
は
動
画
撮
影
に
も
積
極
的
。

      
月
2
日（
日
）ま
で
、東
京
外
苑
前
タ
ン
バ
リ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
個
展「som

ething 
about the light

」展
を
開
催
し
て
い
る
。http://yayoiarim

oto.jp

PROFILE

／
戌
井
昭
人
　
作
家
。1971

年
、
東
京
生
ま
れ
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団

「
鉄
割
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
ケ
ッ
ト
」
主
宰
。2009

年
発
表
『
ま
ず
い
ス
ー
プ
』
を
始
め
、

2011

年『
ぴ
ん
ぞ
ろ
』、2012

年『
ひ
っ
』が
そ
れ
ぞ
れ
芥
川
賞
候
補
と
な
る
。『
俳
優
・

亀
岡
拓
次
』、『
松
竹
梅
』の
著
書
の
ほ
か
、『
深
沢
七
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
流
』な
ど
編
著
も
。

2012

年      
月
に
は
、池
袋
・
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
に
て
山
本
周
五
郎
原
作『
季
節
の
な
い
街
』

の
脚
本
・
演
出
を
手
掛
け
た
。2013

年
1
月       

日
（
水
）〜       

日
（
日
）
下
北
沢
ザ
・

ス
ズ
ナ
リ
に
て
鉄
割
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
ケ
ッ
ト
本
公
演「
鉄
卜
全
」開
催
。

w
w

w
.tetsuw

ari.com

Chapter 1  Yayoi’s night
It’s twilight at the passenger-ship terminal in the port. A big moon 
has risen in the sky, attracting a long line of amateur photographers 
who are frantically clicking away in an attempt to capture the crim-
son sky, the white orb, and the port. Maybe it’s because of the moon, 
but when I gaze at one large streamlined building, it looks as if the 
structure is about to take to the air like a spaceship. Over there I 
see a group of warehouses and recall that I went on one of a very 
innocent date in this town many years ago. The spaceship wasn’t 
here back then. Tonight I have plans to go drinking in the area with 
my amusing friend Inui. A cargo ship, with its red lights on, glides 
across the sea. Cloaked in darkness, Yokohama is unleashed like a 
wild dog born into a chaotic world. Though it might resemble other 
port cities in other countries, Yokohama has a distinctive atmosphere 
that is a product of time and people. I love it in an asexual way and even 
though I’ve never lived here, I want to come and meet the city again.

Chapter 2  Akito’s night
I don’t know anyone who can go back and forth between the past 
and the future, but novels, photographs, and art can make you feel 
like you can. Cities also have this effect sometimes and Yokohama in 
particular is a place that allows you to do this.

When I was in university, a friend of mine moved to Yokohama, so 
I used to come here a lot. That was more than 20 years ago and 
since it was during the bubble era, Japanese society and people in 
general acted like they were punch-drunk. I wasn’t any different. I 
was always wandering around in my zori, but one day I went to the 
newly-completed Bay Bridge, stopped my car in the middle of it, and 
gazed around excitedly at the scenery. A patrol car pulled up and 
the offi cer angrily said, “You can’t park here!” Thinking back on it, 
it seems obvious that he would have been angry, but everybody was 
fl oating on a cloud back then.

This time when I went back to gaze at the Bay Bridge, lit up at twi-
light, I had the sense that things are much calmer now. I’m not sure 
whether it’s the society or me personally who has calmed down, but 
I had a very pleasant feeling. In a sense, discovering that the bridge, 
a symbol of the bubble era, looks like this now made me think that it 
was probably a good thing that the bubble burst. 

With the sun setting and my back to the ocean, I set out toward 
Yamada Home Restaurant from Zou-no-hana Terrace. This charm-
ing dining hall with a whiff of the Showa era gives you the sense that 
you’ve suddenly traveled back in time, leaving behind the futuristic 
landscape of the Osanbashi International Passenger Terminal. I 
ordered some beer and croquettes. An old man watching a TV news 
program at a table across the room began howling at a cabinet min-
ister on the screen, “Give it up! Quit you fool!” I stuffed the piping-
hot croquette into my mouth.

Next, I walked down to Isezaki-cho and popped into a tempura 
restaurant called Toraya in a back alley. The shiny, clean interior 
of the old wooden building was teeming with diners. As I ate the 
fragrant, crispy tempura and sipped some sake, I slipped away 
from my everyday cares for a little while. After staggering out of the 
restaurant, I realized I was standing in front of some large speak-
ers on the second fl oor of a mixed-use building listening to jazz. I 
affected a stylish air and imagined I was drinking a glass of bour-
bon. Somehow it seemed fi tting that I had worn my leather jacket. 
The photographer Yayoi Arimoto, who was walking around with 
me, wore a trench coat. Looking at each other’s getup, it all made 
perfect sense – we were in Yokohama! Leaving the shop and the 
Noge area, we saw a cluster of buildings sparkling in the distance in 
Minato Mirai. In this city, you can move back and forth between the 
past and future just as you please.

TRAVELING THROUGH LIGHT IN A PORT CITY

港
町
の「
光
」を
旅
し
て

横
浜
の
馬
車
道
は
明
治
5
年
に
日
本
で
初
め
て
ガ
ス
灯
が
つ
い
た
場
所
だ
が
、
当
時
は

薄
ぼ
ん
や
り
照
ら
す
オ
レ
ン
ジ
の
光
が
文
明
開
化
の
灯
火
と
と
も
に
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
に

夜
景
を
作
り
上
げ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
現
在
で
は
、
打
っ
て
変
わ
っ
て
最
新
技
術
のLED

照
明
で
彩
り
鮮
や
か
な
、
み
な
と
み
ら
い
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
太
陽
が
沈
む
と
と
も
に

ポ
ツ
ポ
ツ
と
光
が
灯
し
始
め
る
風
景
は
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、私
は「
ス
マ
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
横
浜2012 

」と
い
う
イ
ベ
ン
ト

の
始
ま
り
を
大
さ
ん
橋
か
ら
迎
え
た
。

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
で
あ
る「
ナ
イ
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」に
参
加
す
る
た
め
に
象
の
鼻
テ
ラ
ス

の
屋
上
に
上
が
る
と
、LED

電
球
で
出
来
た
光
の
装
置
を
つ
け
た
人
た
ち
が
規
則
的
に

象
の
鼻
パ
ー
ク
を
走
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
近
未
来
を
舞
台
に
し
た
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の

よ
う
な「
ス
ピ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
ト
」と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
彼
ら
は
一
般
公
募
を

さ
れ
た
市
民
ラ
ン
ナ
ー
だ
っ
た
。「
参
加
し
た
ら
楽
し
そ
う
」
と
思
っ
た
ら
、
彼
ら
は
こ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
内
で
軽
く      
キ
ロ
は
走
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
来
年
、同
じ
催
し
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、観
客
と
し
て
参
加
し
よ
う
と
思
う
。

今
回
の
お
楽
し
み
は
、
一
夜
限
り
の
横
浜
着
地
型
ツ
ア
ー
と
も
い
え
る
「
ナ
イ
ト
ピ
ク
ニ
ッ

ク
」。
ガ
イ
ド
は
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
岡
田
勉
氏
で
、
彼
が
作
品
説
明
と
と
も
に
制
作

裏
話
を
語
る
贅
沢
極
ま
り
な
い
バ
ス
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ソ
フ
ト
な
岡
田
氏
の
声
に
聞
き
入
っ

て
い
る
と
、バ
ス
は
光
の
渦
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
の
ネ
オ
ン

の
中
へ
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
色
と
り
ど
り
の
光
の
バ
ル
ー
ン
「
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ャ

ド
ウ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
汽
車
道
に
点
在
し
、そ
の
や
わ
ら
か
さ
が
周
囲
の
キ
ラ
キ
ラ
に
溶

け
込
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
の
後
、裏
寂
し
い
倉
庫
街
へ
移
動
し
、人
気
の
な
い

埠
頭
に
浮
か
ぶ
小
船
に
案
内
さ
れ
た
。
舞
台
と
化
し
た
船
の
中
で
、さ
さ
や
か
な
ラ
イ
ト
に

映
し
だ
さ
れ
た
白
肌
の
女
が
艶
め
か
し
く
律
動
す
る
さ
ま
は
、先
ほ
ど
の
景
色
と
は
ず
い
ぶ

ん
と
対
照
的
で
、
こ
こ
に
、
ツ
ア
ー
そ
の
も
の
を
現
代
ア
ー
ト
と
す
る
主
催
者
の
意
図
を
感

じ
た
。
そ
し
て
、光
と
闇
、白
い
肢
体
が
溶
け
合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
終
幕
し
、ツ
ア
ー

も
象
の
鼻
テ
ラ
ス
に
戻
っ
て
お
開
き
に
。

そ
の
後
、街
を
照
ら
す
灯
火
に
魅
せ
ら
れ
て
、足
取
り
軽
く
深
夜
の
埠
頭
を
歩
く
。
数
々
訪

れ
た
港
町
に
は
、
女
が
ひ
と
り
で
夜
道
を
歩
い
て
い
る
と
危
険
き
わ
ま
り
な
い
場
所
が
今
も

残
っ
て
い
る
が
、バ
ル
セ
ロ
ナ
な
どLED

電
球
を
使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
街

は
用
心
し
て
、
外
に
出
か
け
て
み
た
く
な
る
。
光
あ
ふ
れ
る
道
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

明
か
り
が
消
え
る
寸
前
ま
で
足
ど
り
を
止
め
ず
に
歩
き
続
け
る
の
が
い
い
。
そ
し
て
、
興
味

を
そ
そ
ら
れ
る
光
が
あ
る
限
り
、夜
の
港
町
を
め
ぐ
る
旅
は
続
く
だ
ろ
う
。

ス
マ
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
横
浜2012

2012

年      

月      

日（
水
）か
ら      

月
4
日（
日
）、象
の
鼻
パ
ー
ク
、日
本
大
通
り
、山
下
公

園
ほ
か
で「
ス
マ
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン2012

」が
開
催
さ
れ
、国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
大
学
な
ど
が
参
加
し
て
横
浜
の
新
し
い
夜
景
が
創
り
出
さ
れ
た
。
消
費
電
力
の
少
な
い

LED

電
球
や
キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど
を
使
用
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ
技
術
と
ア
ー
ト
を
融
合
さ
せ
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
2
回
目
。「
光
」を
通
し
て
親
子
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
が
現
代
ア
ー
ト

に
触
れ
る
、
ま
た
は
「
現
代
ア
ー
ト
」
を
通
し
て
横
浜
の
新
し
い
夜
の
楽
し
み
方
を
発
見
す

る
機
会
と
な
っ
た
。

PROFILE

／
朝
比
奈
千
鶴
　
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
／
編
集
者
。
国
籍
・
文
化
を
超
え
て

人
び
と
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
意
識
の
高
い
人
た
ち
が
暮
ら
す
場
所

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
に
興
味
を
持
ち
、
そ
う
い
っ
た
場
所
を
訪
れ
る
旅
の
か
た
ち
を

「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ト
ラ
ベ
ル
」
と
し
て
定
義
づ
け
て
取
材
、
執
筆
活
動
を
し
て
い
る
。

旅
を
通
し
た
体
験
コ
ラ
ム
、
エ
ッ
セ
イ
を
雑
誌
や
新
聞
、W

EB

な
ど
に
寄
稿
。
地
域

同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
考
慮
し
た
旅
行
企
画
も
行
う
。

In 1872, the Bashamichi district of Yokohama became the fi rst place 
in Japan to use gaslights. Their dim, orange light undoubtedly func-
tioned as a mark of a civilized and enlightened society, and created 
deeply atmospheric night scenery. Today, in the brilliantly-colored 
Minato Mirai area of the city, a complete change has taken place 
with the advent of state-of-the-art LED lighting technology. This 
landscape, with lights turning on here and there as the sun sets, is 
the perfect prelude to a night cruise as I set out for Smart Illumina-
tion Yokohama 2012 from the Osanbashi Bridge. 
After going up to the roof of Zou-no-hana Terrace to take part in 
Night Picnic (one part of event), I watched people with LED lighting 
devices attached to their bodies run in a regulated way around Zou-
no-hana Park. The participants in this Speed of Light performance, 
which was like a scene from a futuristic movie, were ordinary citizens 
who had applied for the event. Thinking it would fun to take part, 

they easily ran a distance of some ten kilometers. If the same kind 
of event is held next year, I’d love to take part as a regular visitor.
One of the most enjoyable events this year was a one-night-only 
night cruise, with occasional stops around the city. The guide, the 
art director Tsutomu Okada, conducted this extravagant bus tour 
with explanations of the works and behind-the-scenes tales of how 
they were made. As I listened to Okada’s soft voice, the bus entered 
the neon realm of the Yokohama Cosmo World amusement park as 
if it had been swallowed up in a vortex of light. The countless col-
ored and slowly swaying lights in the Floating Shadow Project were 
scattered along the steam locomotive track, and their soft appear-
ance seemed to dissolve into the glittering surroundings. After that 
we went to a desolate warehouse area and were guided to a small 
boat that was fl oating in an unpopular pier. The seductive rhythm of 
the fair-skinned woman, lit by small lights, created a stark contrast 

to what we’d seen only a few minutes earlier. This is when I sensed 
the organizers intention of turning the entire tour into a work of 
contemporary art. After the curtain dropped on the woman’s per-
formance, with the lights, darkness, and her white limbs melting into 
one, the tour concluded at Zou-no-hana Terrace. 
Enchanted by the lights of the city, I walked with a spring in my step 
to the pier in the middle of the night. In the numerous port cities I 
have visited, there are still extremely dangerous places for women to 
walk alone at night, but places like Barcelona with LED illumina-
tion, create a sense of safety and inspire people to go outside. If the 
streets are fi lled with lights, you can keep walking around until just 
before they go out. And as long as there is tantalizing lighting, people 
will continue to journey through a port city at night.

Smart Illumination Yokohama 2012

Smart Illumination Yokohama 2012 was held in Zou-no-hana Park, 
Nihon-odori, Yamashita Park and other sites from Wed., October 
31 to Sun., November 4. A new night view of the city was created by 
participating artists and universities from both Japan and abroad. 
Making use of things like LED bulbs, which cut down on electric-
power consumption, and candles, this year marked the second 
installment of the event, which fuses energy-saving techniques 
with art. Smart Illumination Yokohama 2012 provided families 
and couples with an opportunity to experience contemporary art 
through the medium of light and discover a new way to enjoy night-
time in Yokohama through contemporary art.

Chizuru Asahina / Travel writer

TRAVELING THROUGH LIGHT IN A PORT CITY

Yayoi Arimoto / Photographer // Akito Inui / Author

TWO OF US ON A NIGHT STROLL

ALL PHOTOS: YAYOI ARIMOTO
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